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日本に留学して一番楽しかったこと 

      一番悲しかったこと 

 

日本に留学してもう三年の時が流れました。三年前来

た当初の情景はまだ昨日のことのようですが、今日の自

分は多分三年前の自分より、さらに日本という国に親し 

くなったと思います。振り返ってみると、記憶に残って

いるのは空の星のように数え切れないと言ってもいいで

しょう。楽しかった「合宿」、花火大会、そして誰もい

ない所に隠れて一人で涙した悲しかったことなど、忘れ

られない留学生活の思い出です。 

来日してから半年たった頃、日本語研修を受けている

同じクラスの合宿に参加するようになりました。初めて

日本で大学生活をした私にとって、「合宿」というのは、

一体どんな活動なのか全然分からなかったばかりか、「合

宿」という言葉も初耳でした。ドキドキして、中国から

の仲間と一緒にギョーザを作る材料を準備し始めました。

その日、ギョーザの作り方をほかの国からの友達に教え

て、みんなでギョーザを作りました。後で、みんな揃っ

て美味しいギョーザを食べながら、いろいろ話し合いま 

した。和やかな雰囲気の中、たたみの上に座って、みん

なと話し合い、そこには親切な笑顔と面白い話があふれ 

ていました。生まれて初めて両親から離れて、異国で寂

しかった私にとって、その日の合宿は三年間の留学生活 

の中で一番楽しかったことです。 

充実していて楽しい留学生活の中でひとつだけ私を悩 
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日本に留学して、一番楽しかったこと 

 

私が中国から日本に来たのは 2005 年３月で、あっとい

う間に３年近くも経ちました。今振り返ると、本当に悲

しいことや楽しいことなど様々な思い出があり、ここで

記憶をたどり、印象が強かったものについて述べたいと

思います。 

「システム開発プロジェクトの実験と演習で最高の評

価を獲得！」 

私は大学 2年後期から３年前期まで４人の日本の学生

と 5人グループで「ペットホテル予約管理システム」開

発プロジェクトを行いました。我々は今回のプロジェク

トで提案書の作成から基本計画書、外部設計、内部設計、

プログラム設計、テストまでプロジェクトの全領域に携

わりました。しかし、これは我々にとっても初めてのプ

ロジェクトのため、数え切れないほどミーティングを開

いて話し合ったり、時には徹夜まで作業したりしました。

そのうち、我々は段々仲が良くなり、友達ができたこと

によって、いつの間にか最初抱いていた不安と寂しさが 

 

ませることがありました。それはまさに経済的な問題で

した。中国と日本の経済水準の格差で、ほとんどの中国 

からの留学生は日本で大学に通いながらアルバイトをし

なければならないです。私も例外ではなかったです。お

弁当屋での深夜の仕事、強い日差しの中でのチラシ配布、

男子達と一緒の重い書籍の運び。でも私は体が疲れたこ

とで一度も泣いたり、落ち込んだりしたことがないです。

ただ、アルバイトに時間が取られたため、勉強に取り組

む時間が少なくなったのがとても悲しかったです。どん

なことでも負けることが嫌だった私にとっては、授業で

誰よりもすばらしい発表をしたかったし、レポートも誰

よりも完璧に書きたかったのです。しかし、アルバイト

にかなりの時間を取られてしまったため、たくさんの文

献を読む時間がなかったです。アルバイトを止めれば勉

強に専念できるのだが、経済来源がない私にとってアル

バイトは必需でした。勉強したい！でもアルバイトもし

なければならない！いつも焦りです。でも仕方がありま

せんでした。厳しい現実が嫌で涙が出てきました。でも

泣いて解決できることではない事実に気づき、前向きに

もっと頑張るようにしました。 

これからの留学生活、私は明るく楽観的に一所懸命頑

張りたいと思っております。美しい未来がきっと待って

いるはずです。そして、私を大人に成長させてくれた日

本が大好きです。 

 

消えていました。特にプログラム設計の段階では、みん 

なで毎日翌朝３時まで作業を行ったりして、深い友情の

絆で結ばれるようになりました。このように、みんなが 
一丸となって最後までプロジェクトに取り組んだ結果、

ついに全グループの中で一番高い評価を得ることができ

ました。 

今まで体験したことがない苦労をしましたが、自分が

グループのために貢献ができてとても嬉しかったです。

しかし、最も嬉しかったのはグループのメンバーと仲間

になったことです。今はみんなが同じ研究室に入って、

一緒に大好きなラーメンを食べに行ったり、一緒に旅行

も行ったりします。 

留学生活をしている私にとって、彼らの存在は大きな

力になりました。これからも我々の友情を大切にしてい

きたいと思います。また、今まで経験した悲しみと楽し

みを人生の原動力とし、頑張っていきたいと思います。 

プーペー（会館生）   ラオス（ビエンチャン） 

     千葉大学 工学研究科 建築都市科学専攻 

専攻科目の選考理由と将来の目標について 

まずは,建築・都市科学専攻の概要を話します。人間の

生活・文化・生産活動の基盤である個々の建築および都

市を形成する様々な課題について、専門技術者および研

究者を養成する専門基礎の教育を行うと共に、調査・実

験・解析などの研究を通して、安全、快適、魅力的で持

続可能な建築及び都市環境を構想・計画・設計しうる高

度専門家の養成を行います。建築・都市科学専攻は、建

築学コースと都市環境システムコースの２コースからな

っています。建築学コースは、建築の設計・計画・環境・

構造等のいわゆる建築学を専門領域としています。一方、

都市環境システムコースは、都市空間の計画・インフラ・

環境・エネルギー・情報等からなる都市総合工学を専門

領域としています。 

都市の重要な構成要素の一つに「情報」がある。現代

の都市では、距離や時間の制約を超えて情報を自由に相

互伝達すること、取得した情報を情報学的・数理的に分

析することが重要である。情報通信ネットワークの高品

質性、高信頼性を確保し、より快適で使い勝手の良いシ

ステムに進化させるためには、実際のネット ワークの

「性能」を様々な角度から評価する手段が必要になりま

す。 

次は、コンピューターの分野に興味がある私は、大学

の時ベトナムで経済大学に留学していました。経済大学

では経済関係の授業だけでなく、様々な領域関係の授業 
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日本に留学して、一番楽しかったこと 

2005 年大学を卒業した後、私は中国のモンゴルから隣

国の日本に留学に来ました。来日してから、もうそろそ

ろ 2年半になります。この 2年半の間に、一年間日本語

学校で日本語を勉強して、その後研究生として大学院に

進学するため、半年の学習準備を行って、今は千葉大学

の大学院修士 1年生で、食品安全に関する制度的な研究

を進めています。２年半の留学生活は楽しいこともあっ

たし、辛いこともあったし、収穫が多いと感じて、自分

もすごく成長したと思います。 

最初日本に来た時、いろいろなことを心配して、不安

ばかりでした。日本人の先生と、出会った友達が親切に

教えてくれて、留学生活に段々慣れてきました。 

学校の勉強やアルバイトを通じて、私は多くの日本人

と友達になりました。日本人はとても友好的だと思って

います。しかし、多くの日本人は今の中国に対して理解

が不足だと思います。私自分も日本に来てから、日本人 

と交流して、日本に対する理解がすこしずつできるよう

になりました。前世紀の戦争のため、数百年の友好的な

往来があった日本と中国の間にいくつか隔たりを生ませ

て、両国の人民の間に多くの誤解も生ませて、これはす 

 

も行います。この中で一番関心を持っていたのはコン 

ピューター分野でした。そこからコンピューター関係を

もっと勉強したいので、元経済管理分野から情報管理に

変更しました。卒業後、迷わず IT関係の仕事を探したが、

ラオスはまだ発展国だから、コンピューター関係の仕事

もまだ少ないでした。その状況から、経営会社を探して

採用されました。経営会社に入社した１年くらいは、コ

ンピューター関係技術を深く学びたい気持ちがいっぱい

あり、本を買って自習しようと思っていました。ラオス

にはコンピューター関係の専門の教科書が少ないし、教

師も少ないので、日本に留学している兄からいろいろな

アドバイスを受けて、いい先生を紹介して貰って、日本

に来て、大学院の試験に挑戦して大学院生として研究し

ています。 

上述の必要性かつコンピューターについて興味を持っ

ています。さらに、いろいろなアドバイスを受けながら

考慮して、今の専攻科目を選択しました。 

大学院卒業後、日本に就職して、５～７年くらい日本

で働きます。その後、国に戻って、日本で積んだ経験や

知識をラオスに利用して、教育分野を支えられる仕事を

しようと思っています。 

 

ごく残念な事だと思います。 

大学院に入ってから、私はいろいろな国際交流活動に

積極的に参加しています。去年、松戸市の国際交流大使

として、松戸市国際文化の交流活動に参加して、またい

くつかの小学校に行って、日本の小学生達と文化交流を

しています。学校で、日本の友達に中国の文化や私の故

郷、内モンゴルのことを紹介して、同時に日本の友達も

日本のことを教えてくれて、今の私は日本の生け花、和

服の着方、伝統的な日本料理の作り方に対してすごく興

味を持っています。日本の友達との心の交流、私は日本

を理解することができて、日本の友達には中国のことを

理解してもらって、これは 2年半の留学生活の中で最も

楽しい事だとおもいます。 

現在、日本と中国、各領域で交流を広げていますが、

その前提は両国の人民がお互いに十分理解することだと

思います。私たちは留学生として両国相互理解を深める

義務があるのではないでしょうか。これからも、日本で

の留学をもっと有意義なものにして行きたいと思ってい

ます。 


